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富士宮市内で活動するボランティアグループで組織
された会です。情報交換及び相互協力を通じて、
グループの活動推進と連携を図り、市民への啓発
と地域福祉に積極的に参加協力しています！！

ってな～に？？

（令和２年10月1日～

令和３年３月3１日）
活動報告

会長あいさつ 令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大により、各団体のボランティア活動
もままならず、富士宮市ボランティア連絡会の活動も主な行事はほとんど中止
となりました。その中で、「ふれあいトーク～ボランティアまつり～」のパネル展
示の部の開催、そして「交流会」で静岡県立富岳館高等学校の皆さんをお迎え
できたことは、コロナ禍の中で気持ちが前向きになってきました。パネル展示で
はボランティア活動の在り方や展示の工夫を考え、高校生との交流ではお互い
のボランティア活動についての理解を深めることができたと思います。皆さんの
知恵を出し合いこのコロナ禍を乗り切りましょう。

・令和2年10月10日(土)第4回役員会 ・令和2年11月14日(土)第4回定例会

・令和2年12月12日(土)第5回役員会 ・令和3年1月9日(土)第5回定例会：パネル展示開始

・令和3年1月17日(日)ボランティアまつり「ふれあいトーク」：パネル展示(1/9～1/17)

・令和3年2月13日(土)第6回役員会 ・令和3年3月13日(土)第6回定例会・交流会

・令和3年3月13日(土)静岡県東部ボランティア交流会：ぬまづ健康福祉プラザ

（会長、社協職員 計２名参加)

令和3年3月13日（土）定例会後

の交流会では富岳館高校のボラ

ンティア部、こども地域福祉系列

福祉コースの生徒さんたちの発

表があり、多くの刺激をいただき

ました。孫世代の取り組みに、素

直に従います。

平成20年秋に社会福祉協議会主催のボランティア講座を受講して、その仲間の4人で結成

しました。ゆずの家という介護施設で毎週土曜日を基本として活動していますが、ほかの曜

日も依頼があると伺っています。スタッフのお手伝い、利用者さんの話し相手や見守りなどを

していますが、昼食後の食器の洗い物をし、洗濯物を干したり、といろいろお手伝いさせてい

ただいています。一人6種類くらいの食器ですので洗い物には1時間くらいかかってしまいま

す。また、施設の内外のイベントにも参加させていただいています。10年以上活動をしてきた

ため、スタッフ、利用者さんたちとの信頼関係もできて、とても楽しく過ごさせていただいてい

ます。なお且つ、私たちは“細く、長～く”をモットーに活動を続けています。今年度のコロナ

禍の中でも地道に活動できたことは本当にうれしく思いました。私たちが大切にしていること

は3つあります。健康であること、笑顔であること、そしてボランティアに来させていただいて

いるという気持ちを持って活動することです。

これからも、できる限り、続けたいと思っています。 かえるの会 芹澤 栄

2020年度は、生まれて初めての「新型コロナウイルス」の影響でのマスクを付けての毎日。

密閉・密集・密接をさけるという新しい生活が始まりました。緊急事態宣言の時は、ガイドの

拠点案内所「寄って宮」も閉所されました。浅間大社を訪れる観光客は１都３県の方が大部

分です。本来でしたら、県内の小学生・中学生は、東京・大阪などの県外への修学旅行を楽

しみにしていたと思います。ところがコロナ禍の為、浅間大社・遺産センター・白糸の滝など

富士宮に来てくれました。ガイドの案内所も2ヵ月ほど閉所しましたが、3月8日から開所して

います。三密をさけ、マスク・手指消毒をしっかりして、自分の命は自分で守り、気を付けなが

らガイド活動を始めました。早く終息すると良いと思っています。

富士宮市観光ガイドボランティアの会 高栁洋子

2021年5月26日、創立14年目となります。創立13年目は最悪の緊急事態宣言に活動は

停止。「この虚ろな時を、ただただ無駄に過ごしてなるものか。共に生き抜くためには何が必

要で、何を必要とされているか。」暗中模索、臨機応変な対応策を練りました。歌ったり踊っ

たり体操したりという今までの活動はできない。しかしこれは、生命維持には必要な身体活

動である。『身体も脳みそも筋肉！』『鍛えれば、免疫力アップ！』のメッセージに、ポジティブ

に楽しく生きる思いを込めて伝えるチャンスかもしれない。今の自分達にできることから始め

ました。映像の力を借りました。パソコンとプロジェクターを使い、そこから発信しました。「見

て聴いて一緒に動きましょう、考えましょう、心の中で歌って笑って！」歌やダンス・軽体操に

加え、クイズやカラオケ・映画…など思いつくものを構成していきました。だから二人だけで

の活動となりましたが、きっと間もなく、みんなが大声上げて歌い踊りできる日が来る。その

日まで会の仲間には自習しておいてもらいましょう。

富士宮市民楽友会コールエーコン 佐野宏子

        

            

       

          

      
                  
                

私たちは、常に自分磨きを心がけ、
互いに社会性を持ち、

年齢や障害の有る無しに拘わらず、
楽しく意義ある人生が送れるよう、

皆で手をつなぎましょう

ロコモ予防にスクワット い～ち、に～い、さん

令和3年1月17日(日)『ふれあいトーク』での

シンポジウムは 中止となりましたので、3名の

報告者の皆さんに寄稿をお願いいたしました。

予定していたシンポジウムでのパネルの一部と

共に3団体の活動を紹介します。



背面中央で、活動

紹介のビデオを流

していました。

令和3年1月17日(日)ボランティアまつり～ふれあいトーク～は、直前まで開催を予定していましたがコロナ禍の中、断念せざるを得ませんでした。予めパネル展示を1週間ほどの期間を設けたことは幸いで
した。各々の団体が趣向を凝らし、活動の紹介をしました。この1年休止しつつも、過去をしっかり見つめなおし、新たな課題を見つけることができたのではないでしょうか。決して無駄ではなかったとい
える令和2年度であり、令和3年度には更なる飛躍がありますように！

令和2年度ふれあいトーク：パネル展示


